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ワークロードのプロビジョニングと管理

Active IQ Unified Manager のアクティブ管理機能を使用すると、パフォーマンスサービ
スレベル、ストレージ効率化ポリシー、およびデータセンターのストレージワークロー
ドをプロビジョニング、監視、管理するためのストレージプロバイダ API を利用できま
す。

この機能は Unified Manager にデフォルトで搭載されています。この機能を使用しない場合
は、 * Storage Management * > * Feature Settings * で無効にできます。

有効にした場合、 Unified Manager のインスタンスで管理される ONTAP クラスタのワークロードをプロビジ
ョニングできます。また、ワークロードにパフォーマンスサービスレベルやストレージ効率化ポリシーなどの
ポリシーを割り当て、それらのポリシーに基づいてストレージ環境を管理することもできます。

この機能を使用すると、次の機能を実行できます。

• 追加したクラスタでストレージワークロードを自動検出して、ストレージワークロードを簡単に評価して
導入できるようにします

• NFS プロトコルと CIFS プロトコルをサポートする NAS ワークロードをプロビジョニングする

• iSCSI および FCP プロトコルをサポートする SAN ワークロードをプロビジョニングする

• 同じファイル共有で NFS プロトコルと CIFS プロトコルの両方がサポートされます

• パフォーマンスサービスレベルとストレージ効率化ポリシーを管理する

• ストレージワークロードにパフォーマンスサービスレベルとストレージ効率化ポリシーを割り当てていま
す

UI の左側のペインで、 * Provisioning * 、 * Storage * > * Workloads * 、 * Policies * の各オプションを使用し
て、さまざまな設定を変更できます。

これらのオプションを使用して、次の機能を実行できます。

• ストレージワークロードを * Storage * > * Workloads * ページで表示できます

• プロビジョニングワークロードのページからストレージワークロードを作成します

• パフォーマンスサービスレベルの作成と管理はポリシーから行います

• ポリシーからストレージ効率化ポリシーを作成および管理します

• ワークロードページからストレージワークロードにポリシーを割り当てます

ワークロードの概要

ワークロードとは、ボリュームや LUN などのストレージオブジェクトの入出力（ I/O ）
処理のことです。ストレージのプロビジョニング方法は、想定されるワークロード要件
に基づいています。Active IQ Unified Manager は、ストレージオブジェクトとの間にト
ラフィックが発生した時点でワークロードの統計情報の追跡を開始します。たとえば、
ユーザがデータベースまたは E メールアプリケーションの使用を開始した時点で、ワー
クロードの IOPS とレイテンシを取得できるようになります。
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ワークロードページには、Unified Managerで管理されているONTAP クラスタのストレージワークロードの概
要が表示されます。このページには、パフォーマンスサービスレベルに準拠したストレージワークロードと準
拠していないストレージワークロードに関する履歴情報が一目でわかるように表示されます。また、データセ
ンター内のクラスタの合計容量、使用可能容量、使用済み容量、およびパフォーマンス（ IOPS ）を評価する
こともできます。

非準拠、利用不可、またはいずれのパフォーマンスサービスレベルでも管理されていないスト
レージワークロードの数を評価し、それらが準拠条件を満たし、使用容量、 IOPS が確保され
るために必要な措置を講じることを推奨します。

ワークロードページには次の2つのセクションがあります。

• ワークロードの概要： Unified Manager で管理されている ONTAP クラスタ上のストレージワークロード
数を表示します。

• データセンターの概要：データセンター内のストレージワークロードの容量と IOPS を表示します。関連
するデータは、データセンターレベルおよび個別に表示されます。

ワークロードの概要セクション

ワークロードの概要セクションには、ストレージワークロードについての累積情報がわかりやすく表示されま
す。ストレージワークロードのステータスは、割り当てられているパフォーマンスサービスレベルと割り当て
られていないパフォーマンスサービスレベルに基づいて表示されます。

• * Assigned * ：パフォーマンスサービスレベルが割り当てられているストレージワークロードについて
は、次のステータスが報告されます。

◦ * 準拠 * ：ストレージワークロードのパフォーマンスは、割り当てられているパフォーマンスサービス
レベルに基づきます。ストレージワークロードが、関連付けられているパフォーマンスサービスレベ
ルで定義されたしきい値レイテンシの範囲内にある場合、「準拠」とマークされます。準拠している
ワークロードは青で表示されます。

◦ * 非準拠 * ：ストレージワークロードのレイテンシが、関連付けられたパフォーマンスサービスレベル
で定義されたしきい値遅延を超えた場合、パフォーマンス監視中にストレージワークロードは「不適
合」とマークされます。非準拠のワークロードはオレンジで表示されます。

◦ * 利用不可 *: ストレージワークロードがオフラインの場合、または対応するクラスタに到達できない
場合、ストレージワークロードは「利用不可」とマークされます。利用できないワークロードは赤で
表示されます。

• * 未割り当て * ：パフォーマンスサービスレベルが割り当てられていないストレージワークロードは「未
割り当て」と報告されます。情報アイコンにその数が表示されます。

合計ワークロード数は、割り当て済みのワークロードと割り当てなしのワークロードの合計です。

このセクションに表示されるワークロードの総数をクリックすると、ワークロードのページに表示できます。

「 Conformance by Performance Service Levels 」サブセクションには、使用可能なストレージワークロード
の総数が表示されます。

• 各タイプのパフォーマンスサービスレベルに準拠しています

• 割り当てられているパフォーマンスサービスレベルと推奨されるパフォーマンスサービスレベルが一致し
ていません
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データセンターの概要セクション

データセンターの概要セクションに、データセンター内のすべてのクラスタの使用可能容量と使用済み容量、
および IOPS が図で表示されます。このデータを使用して、ストレージワークロードの容量と IOPS を管理し
ます。このセクションには、すべてのクラスタのストレージワークロードに関する次の情報も表示されます。

• データセンター内のすべてのクラスタの合計容量、使用可能容量、使用済み容量

• データセンター内のすべてのクラスタの合計 IOPS 、使用可能 IOPS 、使用済み IOPS

• 各パフォーマンスサービスレベルに基づく使用可能容量と使用済み容量

• 各パフォーマンスサービスレベルに基づく使用可能 IOPS と使用済み IOPS

• パフォーマンスサービスレベルが割り当てられていないワークロードで使用されている合計スペースと
IOPS

• パフォーマンスサービスレベル * に基づいて、データセンターの容量とパフォーマンスを計算する方法

使用済み容量と使用済み IOPS は、クラスタ内のすべてのストレージワークロードの合計使用済み容量とパフ
ォーマンスに関して取得されます。

使用可能 IOPS は、ノードの想定レイテンシと推奨されるパフォーマンスサービスレベルに基づいて計算され
ます。これには、想定レイテンシがノード独自の想定レイテンシ以下であるすべてのパフォーマンスサービス
レベルの使用可能 IOPS が含まれます。

使用可能容量は、アグリゲートの想定レイテンシと推奨されるパフォーマンスサービスレベルに基づいて計算
されます。これには、想定レイテンシがアグリゲート独自の想定レイテンシ以下であるすべてのパフォーマン
スサービスレベルの使用可能容量が含まれます。

ワークロードの表示

すべてのワークロードビューには、データセンター内のクラスタで使用可能なすべての
ワークロードのリストが表示されます。

すべてのワークロードビューには、 Unified Manager で管理されている ONTAP クラスタに関連付けられてい
るストレージワークロードが表示されます。また、ストレージワークロードにストレージ効率化ポリシー（
SEP ）とパフォーマンスサービスレベル（ PSL ）を割り当てることもできます。

Unified Manager にクラスタを追加すると、 FlexGroup ボリュームとそのコンスティチュエントを除く各クラ
スタのストレージワークロードが自動的に検出されてこのページに表示されます。

Unified Manager は、ストレージワークロードで I/O 処理が開始された時点で、推奨される（推奨される PSL

）に対するワークロードの分析を開始します。新たに検出されたストレージワークロードで I/O 処理が行われ
ていない場合、ステータスは「 I/O を待機中」になります。ストレージワークロードで I/O 処理が開始される
と、 Unified Manager が分析を開始し、ワークロードのステータスが「学習中 … 」に変わります。分析が完
了すると（ I/O 処理の開始から 24 時間以内）、ストレージワークロードに推奨される PSL が表示されます。

[* Workloads * > * all workloads * （ * すべてのワークロード * ） ] オプションを使用すると、複数のタスクを
実行できます。

• ストレージワークロードを追加またはプロビジョニングする

• ワークロードのリストを表示してフィルタリングします
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• PSL をストレージワークロードに割り当てます

• システム推奨の PSL を評価してワークロードに割り当てます

• ストレージワークロードに SEP を割り当てます

ストレージワークロードを追加またはプロビジョニングする

サポートされる LUN （ iSCSI と FCP の両プロトコルをサポート）、 NFS ファイル共有、 SMB 共有にスト
レージワークロードを追加またはプロビジョニングできます。

ワークロードの表示とフィルタリング

All workloads （すべてのワークロード）画面では、データセンター内のすべてのワークロードを表示した
り、 PSL または名前に基づいて特定のストレージワークロードを検索したりできます。フィルタアイコンを
使用して、検索条件を入力できます。ホストクラスタや Storage VM など、さまざまなフィルタ条件で検索で
きます。容量の合計 * オプションを使用すると、ワークロードの合計容量（ MB ）でフィルタリングできま
す。ただしこの場合は、合計容量がバイトレベルで比較されるため、返されるワークロードの数が変わる可能
性があります。

各ワークロードについて、ホストクラスタと Storage VM などの情報、および割り当てられている PSL と
SEP が表示されます。

また、このページではワークロードのパフォーマンスの詳細を確認することもできます。ワークロードの
IOPS 、容量、レイテンシに関する詳細情報を表示するには、「 * 列の選択 / 順序」ボタンをクリックし、表
示する列を選択します。パフォーマンスビューの列にはワークロードの平均 IOPS とピーク IOPS が表示さ
れ、ワークロードアナライザのアイコンをクリックすると詳細な IOPS 分析を確認できます。IOPS 分析ポッ
プアップの * ワークロードの分析ボタンをクリックすると、ワークロード分析ページが開き、期間を選択し
て、選択したワークロードのレイテンシ、スループット、容量のトレンドを確認できます。Workload

Analyzer の詳細については、 Workload Analyzer を使用したワークロードのトラブルシューティング _ を参
照してください

"Workload Analyzer を使用したワークロードのトラブルシューティング"

ワークロードのパフォーマンスと容量の条件を分析します

パフォーマンスビュー * 列の棒グラフアイコンをクリックすると、ワークロードに関するパフォーマンス情報
を表示してトラブルシューティングに役立てることができます。ワークロードの分析ページにパフォーマンス
と容量のグラフを表示してオブジェクトを分析するには、 * ワークロードの分析 * ボタンをクリックします。

ワークロードにポリシーを割り当てます

各種のナビゲーションオプションを使用して、ストレージ効率化ポリシー（ SEP ）とパ
フォーマンスサービスレベル（ PSL ）をすべてのワークロードページからストレージワ
ークロードに割り当てることができます。

単一のワークロードにポリシーを割り当てる

1 つのワークロードに PSL または SEP 、またはその両方を割り当てることができます。次の手順を実行しま
す。

1. ワークロードを選択します。
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2. 行の横にある編集アイコンをクリックし、 * 編集 * をクリックします。

[ 割り当てられているパフォーマンスサービスレベル * ] フィールドと [ ストレージ効率化ポリシー * ] フィ
ールドが有効になります。

3. 必要な PSL または SEP 、またはその両方を選択します。

4. チェックマークアイコンをクリックして変更を適用します。

また、ワークロードを選択し、 * その他の操作 * をクリックしてポリシーを割り当てることも
できます。

複数のストレージワークロードにポリシーを割り当てる

複数のストレージワークロードに PSL または SEP を一緒に割り当てることができます。次の手順を実行しま
す。

1. ポリシーを割り当てるワークロードのチェックボックスを選択するか、データセンター内のすべてのワー
クロードを選択します。

2. [ * その他のアクション * ] をクリックします。

3. PSL を割り当てるには、「 * パフォーマンスサービスレベルの割り当て」を選択してください。SEP を
割り当てる場合は、 * ストレージ効率化ポリシーの割り当て * を選択します。ポリシーを選択するための
ポップアップが表示されます。

4. 適切なポリシーを選択し、 * 適用 * をクリックします。ポリシーが割り当てられているワークロードの数
が表示されます。ポリシーが割り当てられていないワークロードも、原因とともに表示されます。

選択したワークロードの数によっては、複数のワークロードにポリシーを適用する場合に
しばらく時間がかかることがあります。[ * バックグラウンドで実行 * ] ボタンをクリックす
ると、バックグラウンドで処理を実行しながら他のタスクを続行できます。一括割り当て
が完了したら、完了ステータスを確認できます。複数のワークロードに PSL を適用する場
合、前のジョブの一括割り当ての実行中に別の要求をトリガーすることはできません。

システム推奨の PSL をワークロードに割り当て中です

PSL が割り当てられていないデータセンター内のストレージワークロードに、システム推奨の PSL を割り当
てることができます。または、割り当てられた PSL がシステム推奨の対象と一致しません。この機能を使用
するには、 * Assign System Recommended PSL * ボタンをクリックします。特定のワークロードを選択する
必要はありません。

推奨構成はシステム分析によって内部的に決定され、 IOPS などのパラメータが使用可能な PSL の定義と一

致しないワークロードに対してはスキップされます。ストレージワークロードに Waiting for I/O および

Learning ステータスも除外されます。

Unified Manager がワークロード名で検索する特殊なキーワードを使用してシステム分析を上書
きし、ワークロードに別の PSL を推奨します。ワークロードの名前に「 ora 」という文字が含
まれている場合は、 Extreme Performance  PSL が推奨されます。ワークロードの名前に「
VM 」という文字が含まれている場合は、 Performance PSL を使用することをお勧めします。
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ファイル共有ボリュームのプロビジョニング

CIFS / SMB プロトコルと NFS プロトコルをサポートするファイル共有ボリュームは、
既存のクラスタと Storage Virtual Machine （ Storage VM ）のプロビジョニングワーク
ロードページから作成できます。

作業を開始する前に

• Storage VM にファイル共有ボリュームをプロビジョニングするためのスペースが必要です。

• Storage VM で SMB サービスと NFS サービスのいずれか、または両方を有効にする必要があります。

• ワークロードにパフォーマンスサービスレベル（ PSL ）とストレージ効率化ポリシー（ SEP ）を選択し
て割り当てる場合は、ワークロードの作成を開始する前にポリシーを作成しておく必要があります。

手順

1. [* Provision Workload* ] ページで、作成するワークロードの名前を追加し、使用可能なリストからクラス
タを選択します。

2. 選択したクラスタに基づいて、 Storage VM * フィールドで、そのクラスタで使用可能な Storage VM がフ
ィルタリングされます。リストから必要な Storage VM を選択します。

Storage VM でサポートされている SMB サービスと NFS サービスに基づいて、 Host Information セクシ
ョンで NAS オプションが有効になっています。

3. 「ストレージと最適化*」セクションで、ストレージ容量とPSLを割り当てます。必要に応じて、ワークロ
ードのSEPを割り当てます。

SEP の仕様が LUN に割り当てられ、 PSL の定義が作成時にワークロードに適用されます。

4. ワークロードに割り当てた PSL を適用する場合は、「 * パフォーマンス制限を適用する * 」チェックボッ
クスを選択します。

ワークロードに PSL を割り当てると、ワークロードが作成されるアグリゲートで、そのポリシーに定義
されているパフォーマンスと容量の目標をサポートできることが保証されます。たとえば、ワークロード
に「究極のパフォーマンス」PSLが割り当てられている場合、ワークロードをプロビジョニングするアグ
リゲートには、「最高レベルのパフォーマンス」ポリシー（SSDストレージなど）のパフォーマンスと容
量目標をサポートする能力が必要です。

このチェックボックスをオンにしないと、 PSL はワークロードに適用されず、ダッシュボ
ードのワークロードのステータスは「未割り当て」と表示されます。

5. 「 * NAS * 」オプションを選択します。

「 * NAS * 」オプションが有効になっていない場合は、選択した Storage VM が SMB 、 NFS 、またはそ
の両方をサポートしているかどうかを確認してください。

SMB サービスと NFS サービスの両方に対して Storage VM が有効になっている場合は、「
NFS で共有」チェックボックスと「 SMB で共有」チェックボックスを選択し、 NFS プロ
トコルと SMB プロトコルの両方をサポートするファイル共有を作成できます。SMB 共有
と CIFS 共有のどちらかを作成する場合は、該当するチェックボックスのみを選択します。
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6. NFS ファイル共有ボリュームの場合は、ファイル共有ボリュームにアクセスするホストまたはネットワー
クの IP アドレスを指定します。複数のホストの値をカンマで区切って入力できます。

ホストの IP アドレスを追加すると、ホストの詳細が Storage VM と一致しているかどうかがチェックさ
れ、指定したホストのエクスポートポリシーが作成されるか、または既存のポリシーがある場合はそのポ
リシーが使用されます。同じホストに対して複数の NFS 共有を作成した場合は、そのホストで使用可能
な一致するルールを含むエクスポートポリシーがすべてのファイル共有で再利用されます。API を使用し
て NFS 共有をプロビジョニングする場合は、個々のポリシーのルールを指定したり、特定のポリシーキ
ーを指定してポリシーを再利用したりすることができます。

7. SMB 共有の場合は、アクセスを許可するユーザまたはユーザグループを指定し、必要な権限を割り当て
ます。ユーザグループごとに、新しい Access Control List （ ACL ；アクセス制御リスト）がファイル共
有の作成時に生成されます。

8. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

ワークロードがストレージワークロードのリストに追加されます。

LUN のプロビジョニング

CIFS / SMB プロトコルと NFS プロトコルをサポートする LUN は、既存のクラスタおよ
び Storage Virtual Machine （ Storage VM ）上のプロビジョニングワークロードのペー
ジで作成できます。

作業を開始する前に

• Storage VM に LUN をプロビジョニングするためのスペースが必要です。

• LUN を作成する Storage VM で iSCSI と FCP の両方が有効になっている必要があります。

• ワークロードにパフォーマンスサービスレベル（ PSL ）とストレージ効率化ポリシー（ SEP ）を選択し
て割り当てる場合は、ワークロードの作成を開始する前にポリシーを作成しておく必要があります。

手順

1. [* Provision Workload* ] ページで、作成するワークロードの名前を追加し、使用可能なリストからクラス
タを選択します。

選択したクラスタに基づいて、* storage vm *フィールドで、そのクラスタで使用可能なストレージVMが
フィルタされます。

2. iSCSI サービスと FCP サービスをサポートする Storage VM をリストから選択します。

選択に基づいて、ホスト情報セクションで SAN オプションが有効になります。

3. 「ストレージと最適化 * 」セクションで、ストレージ容量と PSL を割り当てます。必要に応じて、ワー
クロードの SEP を割り当てます。

SEP の仕様が LUN に割り当てられ、 PSL の定義が作成時にワークロードに適用されます。

4. 割り当てられている PSL をワークロードに適用する場合は、「 * パフォーマンス制限を適用する * 」チェ
ックボックスを選択します。
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ワークロードに PSL を割り当てると、ワークロードが作成されるアグリゲートで、そのポリシーに定
義されているパフォーマンスと容量の目標をサポートできることが保証されます。たとえば、ワークロー
ドに「究極のパフォーマンス」PSLが割り当てられている場合、ワークロードをプロビジョニングするア
グリゲートには、「最高レベルのパフォーマンス」ポリシー（SSDストレージなど）のパフォーマンスと
容量目標をサポートする機能が必要です。

このチェックボックスをオンにしない場合、PSLはワークロードに適用されず、ダッシュボ

ードにワークロードのステータスはと表示されます unassigned。

5. [SAN ] オプションを選択します。「 * san * 」オプションが有効になっていない場合は、選択した
Storage VM で iSCSI と FCP がサポートされているかどうかを確認してください。

6. ホスト OS を選択します。

7. LUN へのイニシエータのアクセスを制御するホストマッピングを指定します。既存のイニシエータグルー
プ（ igroup ）を割り当てるか、新しい igroup を定義してマッピングできます。

LUN のプロビジョニング時に新しい igroup を作成した場合は、次の検出サイクル（最大
15 分）でその igroup が使用されるまで待つ必要があります。したがって、使用可能な
igroup のリストから既存の igroup を使用することを推奨します。

新しい igroup を作成する場合は、「 * 新しいイニシエータグループを作成する * 」ボタンを選択し、
igroup の情報を入力します。

8. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

LUN がストレージワークロードのリストに追加されます。

パフォーマンスサービスレベルの管理

パフォーマンスサービスレベルを使用すると、ワークロードに対してパフォーマンスと
ストレージの目標を定義できます。ワークロードの作成時または編集時に、パフォーマ
ンスサービスレベルをワークロードに割り当てることができます。

ストレージリソースは、サービスレベル目標（ SLO ）に基づいて管理および監視されます。SLO は、必要な
パフォーマンスと容量に基づくサービスレベルアグリーメントによって定義されます。Unified Manager で
は、 SLO と言った場合、ネットアップストレージで実行されているアプリケーションの PSL の定義を表しま
す。ストレージサービスの内容は、基盤となるリソースのパフォーマンスと利用率に基づいて決定されま
す。PSL はストレージサービス目標の概要です。ストレージプロバイダは、 PSL を使用してワークロードに
目標とするパフォーマンスと容量を指定できます。

Unified Manager には、変更できない組み込みのポリシーがいくつか用意されています。事前定義されたパフ
ォーマンスサービスレベルは「最高レベルのパフォーマンス」、「パフォーマンス」、「バリュー」で
す。Extreme Performance 、 Performance 、および Value PSL は、データセンターの一般的なストレージワ
ークロードのほとんどに該当します。Unified Manager では、データベースアプリケーション用の PSL とし
て「最高レベル」、「データベース共有データ用の最高レベル」、「データベースデータ用の最高レベル」の
3 つの PSL も提供されます。これらは、バースト IOPS をサポートする非常にハイパフォーマンスな PSL で
あり、スループットの要求が最も高いデータベースアプリケーションに適しています。事前に定義された
PSL が要件に合わない場合は、 PSL のニーズを満たす新しいを作成できます。

PSL には、「 * Policies * > * Performance Service Levels * 」ページからアクセスできます。また、ストレー
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ジプロバイダ API を使用してアクセスできます。PSL を割り当ててストレージワークロードを管理する
と、ストレージワークロードを個別に管理する必要がなくなるため便利です。変更については、個別に管理す
るのではなく、別の PSL を再割り当てして管理することもできます。

システム定義の PSL またはワークロードに現在割り当てられている PSL は変更できません。ワークロードに
割り当てられている PSL 、または他に使用可能な PSL がない PSL は削除できません。

パフォーマンスサービスレベルページには、使用可能な PSL ポリシーが表示されます。このページで、ポリ
シーを追加、編集、削除することができます。このページには、次の情報が表示されます。

フィールド 説明

名前 パフォーマンスサービスレベルの名前。

を入力します システム定義のポリシーかユーザ定義のポリシー
か。

想定 IOPS LUN またはファイル共有でアプリケーションが実行
すると想定される最小 IOPS 。想定 IOPS は、ストレ
ージオブジェクトの割り当てサイズに基づいて、割
り当てられる最小想定 IOPS を指定します。

最大 IOPS LUN またはファイル共有でアプリケーションが実行
できる最大 IOPS 。ピーク IOPS は、ストレージオブ
ジェクトの割り当てサイズまたは使用済みサイズに
基づいて、割り当て可能な最大 IOPS を指定します。

ピーク IOPS は割り当てポリシーを基準にして算出さ
れます。割り当てポリシーは、 allocated-space また
は used-space のいずれかです。割り当てポリシーが
allocated-space の場合は、ストレージオブジェクト
のサイズに基づいてピーク IOPS が計算されます。割
り当てポリシーが used-space の場合は、 Storage

Efficiency 機能の効果を考慮し、ストレージオブジェ
クトに格納されているデータの量に基づいてピーク
IOPS が計算されます。デフォルトでは、割り当てポ
リシーは used-space に設定されています。
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フィールド 説明

絶対最小 IOPS 絶対最小 IOPS は、想定 IOPS がこの値より低い場合
に使用されます。システム定義の PSL のデフォルト
値は次のとおりです。

• 最高レベルのパフォーマンス：想定 IOPS ≧
6144/TB の場合、絶対最小 IOPS=1000

• パフォーマンス： 6144/TB > 想定 IOPS ≧
2048/TB の場合、絶対最小 IOPS=500

• バリュー： 2048/TB > 想定 IOPS ≧ 128/TB の場
合、絶対最小 IOPS=75

システム定義のデータベース PSL のデフォルト値は
次のとおりです。

• データベースログの最高レベル：想定 IOPS ≧
22528 の場合、絶対最小 IOPS =4000

• データベース共有データの最大 IOPS ：想定
IOPS ≧ 16384 の場合、絶対最小 IOPS=2000

• データベースデータの最高レベル：想定 IOPS ≧
12288 の場合、絶対最小 IOPS=2000

カスタム PSL の絶対最小 IOPS の値の大きい方に
は、最大 75000 を指定できます。下の値は、次のよ
うに計算されます。

1000/ 想定レイテンシ

想定レイテンシ 処理あたりのミリ秒（ ms/op ）で表したストレージ
IOPS の想定レイテンシ。

容量 クラスタ内の使用可能容量と使用済み容量の合計。

ワークロード PSL が割り当てられているストレージワークロード
の数。

ピーク IOPS と想定 IOPS が、 ONTAP クラスタで一貫した差別化されたパフォーマンスを実現するのにどの
ように役立つかについては、次の技術情報アーティクルを参照してください。

"パフォーマンスの予算編成とは"

ワークロードが過去1時間の想定レイテンシ値の30%を超えた場合、Unified Managerは次のいずれかのイベン
トを生成して、潜在的なパフォーマンス問題 をユーザに通知します。「パフォーマンス・サービス・レベル
・ポリシーで定義されたワークロードのボリューム・レイテンシしきい値を超過」または「パフォーマンス・
サービス・レベル・ポリシーで定義されたワークロードのLUNレイテンシしきい値を超過」ワークロードを分
析して、レイテンシの値が高くなる原因を確認することができます。

次の表に、システム定義の PSL に関する情報を示します。
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パフォーマンス
サービスレベル

概要とユースケ
ース

想定レイテンシ
（ミリ秒 /

処理）

最大 IOPS 想定 IOPS 絶対最小 IOPS

卓越したパフォ
ーマンス

非常に高いスル
ープットを非常
に低いレイテン
シで実現します

レイテンシの影
響を受けやすい
アプリケーショ
ンに最適です

1. 12288 6144 1000

パフォーマンス 高いスループッ
トを低いレイテ
ンシで実現

データベースや
仮想アプリケー
ションに最適で
す

2. 4096 2048 500

価値 高いストレージ
容量を適度なレ
イテンシで実現
します

E メール、 Web

コンテンツ、フ
ァイル共有、バ
ックアップター
ゲットなどの大
容量アプリケー
ションに最適で
す

17 512 128 75
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パフォーマンス
サービスレベル

概要とユースケ
ース

想定レイテンシ
（ミリ秒 /

処理）

最大 IOPS 想定 IOPS 絶対最小 IOPS

データベースロ
グの「最高レベ
ル」

最小のレイテン
シで最大スルー
プットを実現

データベースロ
グをサポートす
るデータベース
アプリケーショ
ンに最適です。
データベースロ
グは非常にバー
スト性が高く、
常にロギングが
必要であるた
め、この PSL は
最高のスループ
ットを提供しま
す。

1. 45056 22528 4 、 000

データベース共
有データ用の
Extreme

非常に高いスル
ープットを最小
のレイテンシで
実現

共通のデータス
トアに格納され
ていて、データ
ベース間で共有
されているデー
タベースアプリ
ケーションデー
タに最適です。

1. 32768 16384 2000 年

データベースデ
ータ用の
Extreme

高いスループッ
トを最小のレイ
テンシで実現

データベーステ
ーブル情報やメ
タデータなどの
データベースア
プリケーション
データに最適で
す。

1. 24576 12288 2000 年

パフォーマンスサービスレベルの作成と編集

システム定義のパフォーマンスサービスレベルがワークロードの要件に合わない場合
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は、ワークロードに最適化された独自のパフォーマンスサービスレベルを作成できます
。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者のロールが必要です。

• パフォーマンスサービスレベル名は一意である必要があります。また、次のリザーブキーワードは使用で
きません。

Prime、 Extreme、 Performance、 Value、 Unassigned、 Learning、 Idle、 Default`および

`None。

このタスクについて

カスタムのパフォーマンスサービスレベルを作成および編集するには、パフォーマンスサービスレベルページ
で、ストレージにアクセスするアプリケーションに必要なサービスレベル目標を定義します。

ワークロードに現在割り当てられているパフォーマンスサービスレベルは変更できません。

手順

1. 左側のナビゲーションペインの * Settings * で、 * Policies * > * Performance Service Levels * を選択しま
す。

2. パフォーマンスサービスレベル * ページで、新しいパフォーマンスサービスレベルを作成するか既存のパ
フォーマンスサービスレベルを編集するかに応じて、該当するボタンをクリックします。

目的 実行する手順

新しいパフォーマンスサービスレベルを作成します [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

既存のパフォーマンスサービスレベルを編集します 既存のパフォーマンスサービスレベルを選択し、 * 編
集 * をクリックします。

パフォーマンスサービスレベルを追加または編集するためのページが表示されます。

1. パフォーマンスの目標を指定してパフォーマンスサービスレベルをカスタマイズし、 * Submit * をクリッ
クしてパフォーマンスサービスレベルを保存します。

完了後

新規または変更したパフォーマンスサービスレベルをワークロード（ LUN 、 NFS ファイル共有、 CIFS 共有
）に適用できるのは、ワークロードページから、または新しいワークロードをプロビジョニングするときで
す。

ストレージ効率化ポリシーの管理

Storage Efficiency ポリシー（ SEP ）を使用して、ワークロードのストレージ効率化特
性を定義することができます。ワークロードを最初に作成するとき、またはワークロー

13



ドを編集して、ワークロードに SEP を割り当てることができます。

Storage Efficiency では、ストレージ利用率を高めてストレージコストを削減するシンプロビジョニング、重
複排除、データ圧縮などのテクノロジを使用します。スペース削減テクノロジを個別に、または組み合わせて
使用することで、ストレージ効率を最大限に高めることができます。ポリシーをストレージワークロードに関
連付けると、指定されたポリシー設定がストレージワークロードに割り当てられます。Unified Manager で
は、システム定義とユーザ定義の SEP を割り当てて、データセンターのストレージリソースを最適化するこ
とができます。

Unified Manager には、システム定義の 2 つの SEP が「高」と「低」の 2 つあります。これらの SEP はデー
タセンターのほとんどのストレージワークロードに当てはまりますが、システム定義の SEP が要件に合わな
い場合は独自のポリシーを作成できます。

システム定義の SEP 、またはワークロードに現在割り当てられている SEP は変更できません。ワークロー
ドに割り当てられている SEP 、または使用可能な SEP のみを削除することはできません。

Storage Efficiency Policies ページには、使用可能な SEP が表示され、カスタマイズした SEP の追加、編
集、および削除が可能です。このページには、次の情報が表示されます。

フィールド 説明

名前 SEP の名前。

を入力します システム定義のポリシーかユーザ定義のポリシー
か。

スペースリザベーション ボリュームがシンプロビジョニングされているか、
シックプロビジョニングされているか。

重複排除 ワークロードで重複排除が有効になっているかどう
か。

• Inline：ワークロードへの書き込み中に重複排
除が実行されます

• Background：ワークロードで重複排除が実行さ
れます

• Disable：ワークロードで重複排除が無効になっ
ています

圧縮 ワークロードでデータ圧縮を有効にするかどうか。

• Inline：ワークロードへの書き込み中にデータ
圧縮が実行されます

• Background：ワークロードでデータ圧縮が実行
されます

• Disable：ワークロードのデータ圧縮が無効にな
ります
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フィールド 説明

ワークロード SEP が割り当てられているストレージワークロード
の数

カスタムのストレージ効率化ポリシーを作成する場合のガイドラインを次に示します

既存の SEP がストレージワークロードのポリシー要件を満たしていない場合は、カスタム SEP を作成でき
ます。ただし、ストレージワークロードにはシステム定義の SEP を使用して、必要な場合はカスタムの SEP

のみを作成することを推奨します。

ワークロードに割り当てられている SEP は、すべてのワークロードページおよびボリューム / 健全性の詳細
ページで確認できます。ダッシュボードの容量パネルおよび容量：すべてのクラスタビューで、これらの
Storage Efficiency 機能に基づいてクラスタレベルのデータ削減率を表示できます。

ストレージ効率化ポリシーの作成と編集

システム定義のストレージ効率化ポリシーがワークロードの要件に合わない場合は、ワ
ークロードに合わせて最適化された独自のストレージ効率化ポリシーを作成できます。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者のロールが必要です。

• ストレージ効率化ポリシーの名前は一意である必要があります。また、次のリザーブされているキーワー
ドは使用できません。

High、 Low、 Unassigned、 Learning、 Idle、 Default`および `None。

このタスクについて

カスタムのストレージ効率化ポリシーを作成および編集するには、ストレージにアクセスするアプリケーショ
ンに必要なストレージ効率化特性を定義します。

ワークロードに現在割り当てられているストレージ効率化ポリシーは変更できません。

手順

1. 左側のナビゲーションペインの * Settings * で、 * Policies * > * Storage Efficiency * を選択します。

2. ストレージ効率化ポリシー * ページで、新しいストレージ効率化ポリシーを作成するか既存のストレージ
効率化ポリシーを編集するかに応じて、該当するボタンをクリックします。

目的 実行する手順

新しいストレージ効率化ポリシーを作成します [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

既存のストレージ効率化ポリシーを編集します 既存のストレージ効率化ポリシーを選択し、 * 編集 *

をクリックします
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ストレージ効率化ポリシーを追加または編集するためのページが表示されます。

1. ストレージ効率化の特性を指定してストレージ効率化ポリシーをカスタマイズし、 * Submit * をクリック
してストレージ効率化ポリシーを保存します。

完了後

新規または変更したストレージ効率化ポリシーをワークロード（ LUN 、 NFS ファイル共有、 CIFS 共有）に
ワークロードページから適用するか、または新しいワークロードをプロビジョニングする際に適用できます。
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